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2. 調査 

2.1 調査概要 

玉川ダムでは、試験湛水中から堤体下流面の越冬打継目等から漏水が見られ、その

調査および補修が現在まで継続的に実施されている。堤体クラックの分布状況を図

2.1～2 に示す。水平クラックの深さは、ボーリング調査によると 1.5～3.2ｍで、外部

コンクリート部で発生している。現在(平成 14 年 9 月)までの、漏水状況、調査、補

修の概要を表 2.1 に示す。補修前後の漏水状況を写真 2.1～2.2 に示す。未補修の越流

部水平クラックを除いて、下流面を流れる漏水は認められない状況に改善された。 
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表 2.1 漏水状況、調査、補修の概要 
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